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小山 芳徳, 伊菅 大貴, 角田 敏一, 熊田 香織, 佐藤 奈緒美, 藤原 由佳梨, 乳井 美樹, 堀 隆, 大塚 喜人, 福岡 順: 体腔液

セルブロックの現状と応用　当院におけるフィブリン・クロット法による体腔液セルブロックの有用性. 日本臨

床細胞学会雑誌 59(Suppl.2): 468, 2020.

岩野 佑介, 筒井 伸, 島本 綾, 土谷 智史, 永安 武, 小笹 睦, 福岡 順也, 芦澤 和人, 上谷 雅孝: ブラ壁近傍に発生した

末梢型粘表皮癌の1例. 日本医学放射線学会秋季臨床大会抄録集 56: S123, 2020.

笹野 元, 山野 泰彦, 横山 俊樹, 松田 俊明, 片岡 健介, 木村 智樹, 福岡 順也, 上甲 剛, 近藤 康博: びまん性肺疾患に

対するクライオバイオプシーの検討. 日本呼吸器学会誌 9: 294, 2020.

財前 圭晃, 田畑 和宏, 荘子 万能, 片岡 健介, 近藤 康博, 福岡 順也: 病理診断補助AI構築を目的とした標準化病理組

織写真の作成とその予後の解析. 日本呼吸器学会誌 9: 200, 2020.

谷山 清己, 谷山 大樹, 倉岡 和矢, 齋藤 彰久, 在津 潤一, 山本 英喜, 石川 洸, 福岡 順也, 森 一郎: 我が国における病

理業務量の過去推移と2030年予測(Pathology-related workload in Japan: the past and future in 2030). 日本病理学会会

誌 109(1): 449-450, 2020.

二口 充, 立花 由梨, クリス・ラミ , 古川 雅大, 福岡 順也: 骨微小環境における溶骨性変化、乳がん細胞の増殖率、

がん幹細胞の誘導に対する組み換え型OPGの予防および治療効果の検索. 日本癌学会総会記事 79: OE16-2-6,
2020.
二口 充, 立花 由梨, クリス・ラミ , 古川 昌大, 福岡 順也: 骨微小環境におけるがん幹細胞の誘導メカニズム　TGF
βの関与. 日本癌学会総会記事 79: OE10-4-1, 2020.

尹 漢勝, 黒田 揮志夫, 福岡 順也: 診断に苦慮したアメーバ性脳炎の2症例. 日本病理学会会誌 109(1): 384, 2020.

ラミ・クリス, 財前 圭晃, 田畑 和宏, 尹 漢勝, ライ・アウンミョー , ウー・ズンプウイン , ラオハウェートワニッ

ト・ティヤパット , 上紙 航, 大谷 恭子, 福岡 順也: 肺腺癌の組織亜型における診断者間一致率の比較検討　予備

検討(Inter-observer variability of subtypes of lung adenocarcinomas: A pilot study). 日本病理学会会誌 109(1): 298, 2020.

木谷 聡一郎, 谷口 大輔, 土谷 智史, 石田 佳央理, 福岡 順也, 永安 武: 肺結節で発見された切除12年目に生じた膵癌

オリゴ転移の1切除例. 日本呼吸器外科学会雑誌 34(6): 661-665, 2020.

鄭 暁剛, 宮崎 拓郎, 土谷 智史, 松本 桂太郎, 畑地 豪, 土肥 良一郎, 渡邉 洋之助, 中司 交明, 永安 武, 財前 圭晃, 北村

由香, 田畑 和宏, 福岡 順也: 胸腺MALTリンパ腫の3切除例. 肺癌 60(3): 239, 2020.

宮下 律子, 城戸 貴志, 入来 隼, 奥野 大輔, 宮村 拓人, 由良 博一, 原 敦子, 山本 和子, 石本 裕士, 坂本 憲穂, 尾長谷

靖, 迎 寛, 財前 圭晃, 福岡 順也, 石松 祐二: 器質化像を呈し、ステロイドが有効であった石綿肺の1例. 肺癌 60(3):
237-238, 2020.

財前 圭晃, Kris Lami, 小笹 睦, 田畑 和宏, 尹 漢勝, 福岡 順也, 大谷 恭子: 肺腺癌の組織亜型における診断者間一致

率の検討. 肺癌 60(3): 231, 2020.
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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）
氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

福岡順也・教授 ゲストパネル 九州びまん性肺疾患研究会

福岡順也・教授 ゲストパネル びまん性肺疾患研究会

福岡順也・教授 世話人 福岡びまん性肺疾患研究会

福岡順也・教授 びまん性肺疾患学術部会役員 日本呼吸器学会

福岡順也・教授
びまん性肺疾患に関する調査研究班　病理
部会長

びまん性肺疾患に関する調査研究班

福岡順也・教授 データベース委員 日本肺癌学会

福岡順也・教授 世話人 大阪びまん性肺疾患フォーラム

福岡順也・教授 会長 日本デジタルパソロジー研究会

福岡順也・教授 幹事 間質性肺疾患研究会

福岡順也・教授 AI開発小委員会副委員長 日本肺癌学会

福岡順也・教授 評議員 日本肺癌学会

福岡順也・教授 Editor Journal of BioMedicine

福岡順也・教授 評議員 日本病理学会

福岡順也・教授 編集委員 日本肺癌学会

福岡順也・教授 国際委員 日本肺癌学会

福岡順也・教授 Resident Participation Subcommittee Pulmonary Pathology Society

福岡順也・教授 Asian Outreach Subcommittee Pulmonary Pathology Society

福岡順也・教授 Membership committee Digital Pathology Association

福岡順也・教授 社会への情報発信委員 日本病理学会

福岡順也・教授 Official Abstract Reviewer College of American Pathology (CAP)

福岡順也・教授 Section Editor Archives of Pathology Laboratory Medicine

福岡順也・教授 Program committee Digital Pathology Association

2 0 3 5 0 17

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

福岡順也・教授 Board of Director Digital Pathology Association
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特　許

福岡順也・教授
日本ベーリンガーインゲルハイ
ム株式会社

間質性肺炎に対する多施設共同前向き観察研究

福岡順也・教授 株式会社　Nlab 構築したAIアルゴリズムの品質検討に関する研究

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

福岡順也・教授
教師データの作成システム及び
教師データの作成方法

2020年1月9日 出願中 PCT/JP2020/000424

福岡順也・教授 日鉄ソリューションズ株式会社
病理診断用AIに関して病理医および既存のソフトウェア
との比較研究

黒田揮志夫・助教
ソニーイメージングプロダクツ
＆ソリューションズ株式会社

病理診断にAIを応用するためのデータ処理に関する研究

福岡順也・教授 株式会社　Nlab
新アレイ技術とデジタルパソロジーを用いた診断精度管
理を目指す研究

福岡順也・教授 フューチャー株式会社 病理診断を行うための病理画像AIの開発研究

福岡順也・教授
国立研究開発法人新エネル
ギー・産業技術総合開発機構

分担

「次世代人工知能・ロボット中核技術開発／
人工知能の信頼性に関する技術開発／学習指
針をヒトと協創する半自己学習フレームワー
クおよび知識を創出する情報基盤に関する研
究」

二口　充・准教授
日本学術振興会（旧文部科学
省）

代表
基盤研究（C)乳がん骨転移の潜在期において
骨微小環境でがん細胞が生存するメカニズム
の解析

福岡順也・教授
国立研究開発法人新エネル
ギー・産業技術総合開発機構

分担

「「人と共に進化する次世代人工知能に関す
る技術開発事業/実世界に埋め込まれる人間中
心の人工知能技術の研究開発」「正解候補選
択機構の研究開発および臨床学的検討」」

福岡順也・教授 AMED 分担

難治性疾患実用化研究事業「特発性間質性肺
炎の前向きレジストリの構築とインタラク
ティブMDD 診断システムを 用いた診断標準化
に基づく疫学データの創出―人工知能（AI）
診断システムと新規バイ オマーカーの開発
―」

黒田揮志夫・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「浸潤性粘液腺
癌の原因遺伝子解析研究」

福岡順也・教授 厚生労働科学研究費 分担
難治性疾患実用化研究事業「びまん性肺疾患
に関する調査研究」

二口　充・准教授
日本学術振興会（旧文部科学
省）

分担
平成28-33年度、新学術領域（研究領域提案
型）、学術研究支援基盤形成「モデル動物支
援プラットフォーム」
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